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「自分らしいコミュニケーション」
から生まれるもの第48回

　これまで、職場におけるコミュニ
ケーションを形骸化させずに、相手
との信頼関係を築けるよう、自分ら
しい彩りのあるコミュニケーション
をつくるための工夫について紹介し
てきました。

＊　＊　＊
　コミュニケーションがうまくいかな
いと、「部署などの縄張り意識が強く
て協力しあえない」、「職員同士が話
しづらくて仕事の話が円滑にできな
い」、「上司からの指示が分かりにくく
問題解決がスムーズに進まない」な
ど、さまざまな問題が生じてきます。
　こうした問題を改善するために、
職員会議やミーティングの場面で業務
に関する指示・命令や指摘事項、情報
の伝達などを、できるだけ簡潔に伝
える工夫をされているところも少な
くないと思います。しかし、これだ
けでは十分ではありません。

＊　＊　＊
　職場におけるコミュニケーション
でもっとも大きな目的は、「働きやす
さを向上させる」というところにあ
ります。「働きやすさ」とは、一般的
には業務遂行のために職場内の体制
を整えたり、役割やルールを決めた
り、改善策を考えたりするほか、適
正な労働時間や休暇を与える、ワー
クライフバランスに配慮した勤務条
件を整える、福利厚生を充実させる
など、主に職場環境や労働条件を整
備することを指します。「円滑に業務
を進める」という意味で職場内のコ
ミュニケーションは、重要な役割を
担っているといえます。

　他にも大切な役割があります。そ
れは、「この職場（あるいはこの職種）
で働くことに対する満足感や意欲」
そして「それを尊重し合える職場の
風通しのよさ」を醸成していくとい
う役割です。こうした心理的な働き
やすさは「働きがい」と捉えてもよ
いかと思います。
　「働きがい」を理解し、認めあえる
関係性がない状態では、職場環境や
労働条件など「働きやすさ」の側面
をどんなに整えたとしても働きやす
い職場にはなりません。もとより、
利用者（患者）の生活や命、安心や
安全を守ることができる支援（治療）
を実現していくことは難しくなって
きます。

＊　＊　＊
　互いの「働きがい」を理解し、尊
重しあえる職場を作るためには、個々
の職員がコミュニケーションの場面
において、業務に関する事柄に加え、

職場や仕事に対する自分の考えや思
いを自分らしい言葉（語彙）や表現
で積極的に発信することを日頃から
意識し、取り組んでいくことが大切
になってきます。
　話を聞く側は、相手が発した自分
らしい言葉（語彙）を受け止めるこ
とで、自分と同じような考えや思い
があってもいろいろな捉え方や表現
があるという気づきになります。
　また、言葉（語彙）や表現に違い
はあれども、自分と同じような思い
や考えを相手も抱いているというこ
とが分かれば、この人と一緒に仕事
に取り組めば、自分が抱いている仕
事に対する満足感や達成感が得られ
る、あるいは望むような成長ができ
るという思いにもつながります。

＊　＊　＊
　同時に、職場としては職員同士の
関係性を深める後押しとして、話し
やすくなるよう環境づくりやICTなど
のツールの活用、職員が自分らしい
言葉（語彙）や表現で、考えや思いを
発信することのできる機会（場）を
作っていくことが求められます。

＊　＊　＊
　働きがいを意識したコミュニケー
ションを実践していくと、職員同士
の心理的な距離がぐっと縮まるとと
もに、相乗効果により、働きやすさ
に配慮して整えた職場環境や労働条
件などの手段がよい方向に機能し始
めます。
　コミュニケーションが充実したも
のとなるよう、できるところから取
り組んでいきましょう。
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